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 日 時：平成 23年 10月 6 日（木）19:00～21:00 （同時通訳付き） 

 場 所：名城大学薬学部新一号館 ライフサイエンスホール  

            連絡先：〒468-8503 名古屋市天白区八事山 150 

   名城大学大学院薬学研究科 薬品作用学研究室 鍋島俊隆 

                    Tel：052-839-2735,  Fax：052-839-2738 

６年制薬学教育における卒論研究をどう行なうかについての提案が盛り込まれた大学生、 

  教員、指導薬剤師に大変有用な情報です。お誘い合わせのうえ是非ご来聴ください。  

 
主催：第 30回東海薬物治療研究会・名城大学学術フロンティア推進事業 

共催：日本薬学会東海支部，NPO医薬品適正使用推進機構 

第 30回東海薬物治療研究会・名城大学学術フロンティア事業 

合同講演会 


